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究 ・ 学 会 動 向
「B・G・
テイラ
ク研究の
動向
|近年におけるアメリカと
ソ連
での研 を中
心に|」、
「インド
文化
』八
、
八五1九
六ペ
ージ、
日印
文化
協会、
一
九六八年四月
「回顧
と展
望(
南アジア近
現代)
1一九六七年」、「史学雑
誌」
七七l五、
二五二
1二五七ペ
ージ、
史学会
、
一九六
八年五月
「インド
史研
究の
ための文献案内」
『東書高校通信・世界
史」
二三、
四1
五ペ
ージ、
東京書籍株式会社、
一九七二
年五月
「回顧
と展望
(南
アジア近現代)
|一九七
三年」
、「
史学
雑
誌』八三l五
、
二二七j二三
二ページ、
史学会
、
一九
七
四年五月
「近代マハlラlシュトラ
研究ノlト」
、「通信』
一九号、
一0
1一
五ペ
ージ、
東京外国語大学アジア・アフ
リカ言
語文化研究所、
一九七三年八月
「インドにおける歴史
研究
と歴史
教育」、
「歴
史評
論』
三七
三、
四五1五一ペ
ージ、
歴史
教育協議会、
一九八一年五
日川「回顧
と展
望
(南ア
ジア近現代)
|一
九八
六年」
、『史学雑
誌』九六l五
、
二六
七1二七
二ページ、
史学
会
、
一八八
七年五月
「イ
ンド近現代」、
三浦・東長・黒木
編『
イ
スラ
lム
研究
ハ
ンドブック』(講座イ
スラlム
世界別
巻)
、一
七
五1
一八
一0
ページ、
栄光教育文化研究
所、
一九九五年一O月
「日本
南アジア学会
」、
「アジア経済』
コ一八|四、
五七
1六
一
一ペ
ージ、
アジア経済研究
所、
一
九九七年四月
一「
資料収集
・公開班
報
告」、
南ア
ジア
構造・変動・
ネツ
一
トワ
l
ク季
刊」
一巻
二号、
七三
1七九ページ、
文部省科
一学
研究費・特定
研究A
「南
アジア世界の
構造変動と
ネツ
一ト
ワlク
」総括班
、
一九九八年
一一
月
一
「日本におけるイ
ンド関係・情報誌」、
長崎暢子
編『
地域研
究へ
の
招待
』(「現代南
アジア」①
)
六四
1六七ペ
ージ、
東京大学出版会
、二
OO二年九月
「イ
ンドにおける歴
史研究
と歴史
教育
|イ
ンド
人民
党
支配
下で
の歴史教科書
問題
」、『専修
史学』
ゴ一
七
号、
一
1 二
七
ページ、
専修大学文学部歴
史学専攻、
二OO四
年一 月
一V
翻訳
J・
D-
セlテ
ィ
「似非イ
ンド
人」
、『通信』
一一号、
一二
1 一
七ページ、
東京外国語大学アジア・アフリ
カ言
語文
化研究所、
一九
七O年二一
月
D・
D-
コl
サン
ピ1
「パガ
ヴァッド・
ギlタlの
杜会
的
・経
済的
諸側面
」、『通信」一
一.一号(
九1
一九ページ
)・
二三
号(
二0
1二九ページ)、
東京外国語大学
アジア・
一
アフリカ言語文化研究
所、
一
九七四
年一O月・一九
七五
一
年三月
一
N・
ラlム「第
三世界の
知識人
ーそ
の現実
と
将来の
役割」、
一
岩波書庖
編集
部編
「現代
世界の
危機
と
未来への展望
』、
一
一四
九一
1 八
二
ページ、
岩波書庖、
一九
八四年
一
J・P
-ヘイ
スコ
ックス著
『イ
ンドの
共産主義と
民族
主
一
義|M・N・ロイ
とコ
ミン
テルン
』(
中村平治・
内
藤雅
一
雄共
訳)、
岩波書庖、
一九八五年
一
G・パルレlカル
著『
イ
ンド
先住
民解
放の
道
ワlル
リl
一
の戦いの
記録』
、
明石
書庖、
一九
九七年
羽書
評・対談など
山折哲雄
『アジア
・イ
デオロギ
ーの
発掘』
(勤草書房)
、『
中一
外日
報』
、
一九六八年六月二
三・二五・二六・二七日
(木一
村清孝氏と
共評
)
「ガンジー』(ル
イ
ス・フ
イツシャl著、
古賀勝郎訳、
紀伊
一
国屋書庖)、『図書新
聞』、
一九六九年二月二四日
一
『イ
ンド
「緑
の革
命」
と「
赤い
革命」』(ラッ
セ・
ベルグ/
リサ
・ベルグ著、
森谷文昭訳、
朝日
新聞社)、『週刊読書
一
人』
、
一九七三年六月二五日
一
EE∞車問・SU83EhhssミNSN'NURZ2
一
一
口己E・
5吋ω・
『アジア経済
」一
ムハl七、
九六1九九
ベl
ジ、
アジア経済研究
所、
一九七五年七月
『わ
がふるさ
との
「イ
ンド」』
(p・モ
ハン
ティ著、
小西正
捷訳、
平凡
社)、『朝日
ジャー
ナル
』、
朝日
新聞社、
一九
七六年三月一二日
一円台JEE〈・一同封偽旬。ゼ。号ミ
N∞UU1S町内Nqg←PU巳
E・
53・
-
なミミhNNb\司令qghMM山吉弘凡な、〈。-
-u内(回目)・5吋∞
一『イ
ンド民族運動
史』
(山田晋著、
教育
杜)、「
赤旗』
、
一九
一
八一年
二月
一一
日
「イン
ド国民
軍』(丸山静雄
著)、「
赤旗』
、
一九
八五年二
一月
九日
一「イ
ンド独立
逆行の
中の
チャ
ンドラ
・ボ
lス
|』(長崎暢
向子
著)、『歴
史学研究』
、
六一
O、
五二
1五五ペー
ジ、
歴
史学研究会、
一九
九一年
一月
「イ
ンドのス
ワデ
lシl運動と明治
日本」、「国
際協力』
一一
司八
1二
九ページ、
国際協力事業団、
一
九九三年三月
[対談]
「ミ
lラl・
ナl
イ
ル監
督作品
『ミシシッピl・マ
サラ
をめ
ぐって』」
(上
)(下
)(
松岡環
氏と)、「
しにか
』
三六
・七、
一一01一
一五
ページ、
一一一
一1一一七ペ
一l
ジ、
大修館書居、
一九
九二年六・七月
一
「イ
ンドのス
ワデ
!ンl運動と
明治
日本
」、「国際協
力』:
-
七ー二九ページ、
国際協力
事業団、
一九九七年
三月。
『回想の
日印
関係|三角
佐一郎談話」
(聞き手一
佐藤宏
・松
一
本惰作・藤井毅・
内藤雅雄)
、
東京外国語大学、
二OO
八年一月
一
四時
事・政治動向その他
一
「イ
ンド独立
とハ
リジ
ャン
(旧不可触民
)」、
「歴史学研究』
三九三、
五九1六三ページ、
歴史学研究
会、
一九
七一一一
年一
に月
「イ
ンド
から
見た明治
末期
の日
本」、
『歴史公論」
一一四
1
一
一二0ページ、
雄山
閥、
一九七六年九月
「第
一次大
戦後の
イ
ンド統治と
民族運動
」、『歴史公論』
六
一
一1六三ページ、
雄山
閥、
一九七七年九月
­
「イ
ンドの分離
独立
とガ
ンディl暗殺
」、
「サ
ルボ
ダ
ヤ』
一
一
八l一、
一一
一一1 八ページ、
日印
サルボ
ダ
ヤ交友会、
一
一
九七 年 月
一
「コ
lンク
ニl語」、づ一
一日語学
大辞典」第
一巻
上
(亀井・川
一
野・千野
編)
一七九五1 七九七ページ、
三省
堂、
一九
一
八八年
一
「イ
ンド・藩王たちの
栄華の
日々
」、『イ
ンプレッション』
一
二01三七ページ、
アメリカ
ン・
エクスプ
レス
・
イン
タ
一
ナショ
ナル・
ジ
ャパ
ン社、
一九八九年一O月
「ラ
lム寺院
問題
とイン
ド人民党
(BJP)」、
『イ
ンド季報』
一
二三
l三、
二七1
三四ページ、
日印調査委員会、
一
一年一
二月
一「ヒンディl語
|インド
の国民統合
と公用語
問題
」、
「地理
-
月報
』尚三九
O、
七1八ページ、
二宮書庖、
一九九一年
-
七月
一「インド、
南アジアの行方
を
探る」、「アジア
・アフリカ・
-
ラテンアメリカ」
三八一、
二1三ページ、
日本アジア・
アフリカ・
ラテンアメリカ
連帯委員
会、
一九九二年
一一
月
一日
一「パン
ジャlブ州
の選挙」、「イン
ド季報』
一一
一一一
l四、
二八
ー三二ページ、
日印調査委員会、
一九
九二年
三月
「フレl、
シャ
ープ
l、
そし
て今
」、『
春秋』ぬ
コ一
三七、
二
一
五j
二七ページ、
春秋社
一九九二年四月
一「
インド人民党(BJP)
の動向
」、
「イ
ンド季報」
二四
一
一、
二八1一三二ページ、
日印調査委員会、
一九九二年六
日川
一「
インド人
民党(BJP)
とアヨ
lディ
ヤ問題
」、「インド
一
季報』二四|二、
三0
1三五ページ、
日印調査委員会、
一九九二年九月
一「
ア
ヨ l
デイ
ヤ問題
の衝撃
」、「インド季報」
二四
l三、
一
一
六1
二二ページ、
日印調査委員会、
一九九
二年
二一
月
一
「ボ
ンベイ、
インド海軍の反
乱」、『事典
イスラ
lム
の都 一九九
市性』
(板垣雄三・後藤
明編)
五O八
1五
O九ペ
ージ、
亜紀書房、
一九九二年
「マ
ラl
ティ
l語」、
「言
語学大辞典」
第
四巻下
|二
(亀井
・川野・千野
編)、
四四1四六ページ、
三省
堂、
一九九
二年
「揺れるイン
ド|コミユナリズム
の危険な台頭
」「アジア・
アフリカ
・ラテンア
メリカ』三九四、
二1三ページ、
日
本アジア・アフリカ・
ラテンアメリカ
連帯委員
会、
一九
九三年三月一日
「ヒンドゥ
l・コミユナル
勢力の動き」
、「イン
ド季報』
二
四ー四、一一一
一一
1三
七ページ、
日印調査委員
会、
一九九三
年三月
「イン
ド人民党(BJ
P)
をめ
ぐる状況とラl
ム寺
院建設
問題」、『インド季
報』
二五|一、
一六1二二ページ、
日
印調査委員会、
一九九三年六月
「対
南アジア関係
」、
「中国総覧』
(一九九四
年版)、
一一一一
ー二
一八ページ、
霞山会、
一九九四年
「インド人
民党
の動向
」、
『インド季報」
一一
六|一、
一一
一一一
1
二四ページ、
日印調査委員会、
一九九四年六月
「マハlラlシュトラの政治と
ガカイルナ1ル
現象乙、
「イ
ンド季報』
二六|二
、
二一二1
二五ページ、
日印調査委員
会、
一九九四年九月
「マ
ハ1ラ1
シユトラ
|
シユリlクリシ
ユナ調査委員会報
一
告、
バン
グラデシュ人
追放
」、
「インド季
報』
三Ol
二、
-
二五
1二七ページ、
日印調査委員会、
一九九四年九月
-「州政治の新展開
|マハlラ
1シ
ュトラ
」、『インド季報」
一
二七|
一、
二二1
二五ページ、
日印調査委員会、
一九九
一
五年六月
一
「半裸のファ
キlルlガ
lンディlのたどっ
た道」、
小西正
捷・宮本
久義編
『イ
ンド・道の
文化
史』、
二七二1二八
八ページ、
春秋社、
一九九五年二
月
一
「エ
ンロン・
プロジェクトをめぐる問題
」、「インド季報』
一
二七|
二、
一四1
一八ページ、
日印調査委員会、
一九九
一
五年九月
-「野党
の動き」、『
インド季報』
二七
l三、
二一
1二
五ベ
l
一ジ
、日
印調査委員会
一九九五年
一二
月
一「総
選挙
後のインド人
民党
(BJP)」
、「インド季報」二八|
一
一、
二三1
二五ページ、
日印調査委員会、
一九
九六年六
日川
一「グ
ジャラlトにおけるイン
ド人
民党
(BJP
)分
裂劇と
一そ
の波紋」、
「インド季報」
二八
l二、
三一1二一
三ページ、
一日
印調査委員会
一九九六年九月
「第
十一代インド
大頭領選挙
」、『イン 季報』
二九
一、
二九1コ二
ページ、
日印調査委員会、
一九九七年六月
「ナ
lラl
ヤナ
ン
大統
領の就任と副大統
領選挙」、
「インド
一
季報』
二九|
二、
三一
1二一
三ペ
ージ、
日印調査委員会、
-
一九九七年九
月
一
「アジアの言
語事情・イ
ンド」、『
一言語』二六
|一
一、
七四
一
ー七七ページ、
大修館書店、
一九九七年一O月
「第一次世界大
戦とインド民
族運動」、『歴史地理教育」
恥
一
五九一、
二八1
コ二二ページ、
歴史教育者協議会、
一九九
一
九年三月
一
「ヒンドゥ
l原理
主義勢力によ
る襲撃
事件」
、『インド季報」
一
一二O|四
、
二四1二
八ページ、
日印調査委員会、
一九
九一
九年三月
一
「各州の政
治状況
|州政府の交代
と州議
会選挙」、「インド
季報」
一三|二、
三二
1一二六ペー
ジ、
日印調査委員会、
一九九九年 月
一
「ロlマ法王の訪印
とインド
政治」、
「インド季報」
一一一一
ーー
一
三、
二九1一二
0ページ、
日印調査委員会、
一九
九九年
一
一一月
一
「カシ
ミlル
問題
」、「インド季報」
一一一一
一ーー
一、
三四1三
五
一
ページ、
日印調査委員会、
二000年六月
一
「州政治の動向
|マハlラlシュトラ
」、「インド季
報』
一一
二
、四
一Ez--
四三ページ、
日印調査委員会、
二0
00
年九月
一
一
「会議派の動向」、
『インド季報』
三二
四、
三一1
一一一
一一ベ
一
ージ、
日
印調査委員会、
二OO一
年三月
一「
インドにおける正
ンドゥl原理主
義μ
運動」、『専修大
一
学人文科学研究所月報』
二OO号、
二三
1一二四ページ、
二OO
二
年三月
つパlル判決μ
の実像
と虚像」、『
歴史評論」ぬ
七O九、
七
六1八一ページ、
歴史教
育者協議会、
二OO七年一月
「世界の中のイン
ド」
、『
歴史地理教育』
ぬ七
一七、
一一
六
-
1一一九ページ、
歴史教育
者協議会、
二OO七年七月
一
「インド人の
跡を追う旅」、
専修大学人文科学研究所
編『
人
一
は何を
旅してきたか』
一一
1二七ページ、
専修大学出版
一会
、二
OO九年
一「ム
ンバ
イl・
テロを通し
てみる最近の
南アジア」、『歴史
評論」ぬ七二二、
八六
1九
四ページ、
歴史教育協議会
一二
OO九年九月
一
「マラl
ティl語
」、『事典
世界のことば』(
梶茂樹・中
島
由美・林徹
編
)、
二一四
1一一一七ページ、
大
修館書庖、
一
二OO九年
